
令和　６年　６月　７日

畑八開発（株）

長野県南佐久郡佐久穂町大字畑３２９

Ｒ４国道１９号松本拡幅落合橋他下部工事

長野県松本市白板地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　４年　７月　１日

工 期 (至) 令和　６年　７月３１日

４１１，９７２，０００円（税込み）

　　　　　　　　±　０円（税込み）

４１１，９７２，０００円（税込み）

本工事の施工にあたり、令和６年３月２６日及び令和６年４月９日に異常降雨
による河川増水が発生し、上部工架設のための大型土のうが流出する事象が発
生した。この応急復旧作業に伴い、現場内錯綜のため、当初計画どおりの施工
が不可能となったこと及び、関係機関協議に不測の期間を要することとなっ
た。このため工期を３３日延伸し、令和６年７月３１日までとする。

（第3回）契約変更の内容

工 事 の 名 称

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

工 事 種 別

工 事 場 所

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）



令和　６年　７月３０日

畑八開発（株）

長野県南佐久郡佐久穂町大字畑３２９

Ｒ４国道１９号松本拡幅落合橋他下部工事

長野県松本市白板地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　４年　７月　１日

工 期 (至) 令和　６年　７月３１日

　４１１，９７２，０００円（税込み）

＋　６６，９９０，０００円（税込み）

　４７８，９６２，０００円（税込み）

【橋梁下部】
１．橋台工
    １）現地精査の結果、場所打杭を施工する際に、近接する現道へ土砂が飛散する可
　　　　能性があることから通行規制を伴う夜間施工へ一部変更となり、場所打杭工を
　　　　増工する。
    ２）現地調査の結果、占用物が支障となり橋台の修正設計を行ったところ、各種数
　　　　量の見直しが生じたことから、橋台躯体工を減工する。
２．仮設工
    １）現地精査の結果、作業ヤード整備工を増工する。
    ２）現地調査の結果、占用物が支障となり橋台の修正設計を行ったところ、土留・
　　　　仮締切工の見直しが生じたことから、土留・仮締切工を増工する。
    ３）現地精査の結果、交通管理工を増工する。
【道路改良】
３．階段工
    １）現地精査の結果、後工事にて取壊しが発生することから側溝工を取りやめる。
    ２）現地精査の結果、管渠工を数量精査（減）する。
    ３）現地精査の結果、電線共同溝への引込管を先行して敷設する必要が生じたこと
　　　　から、管路工を追加する。
    ４）現地精査の結果、路体盛土工を数量精査（減）する。
    ５）関連工事との調整の結果、施工ヤードとして利用する際に出入口が必要なこ
　　　　とから、切下仮舗装工を追加する。
４．橋梁床板工
      現地調査の結果、橋台の施工に伴い、旧橋台の一部撤去が必要となったことから
　　旧橋台撤去工を追加する。
５．道路安全施設工
      現地調査の結果、道路安全施設の追加が必要となったことから、道路安全施設工
　　を追加する。
６．共通仮設費
    １）現地精査の結果、運搬費及び技術管理費を増工する。
    ２）現地精査の結果、階段工の掘削の影響範囲となる民地が発生することから役務
　　　　費を追加する。
    ３）受注者との協議の結果、快適トイレ費用として営繕費を追加する。
７．工期
      工期は元設計とおりとする。

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）

橋梁下部
　橋台工（場所打杭　２４本　橋台躯体工４００ｍ３）
　仮設工（作業ヤード整備工１式　土留・仮締切工１式　交通管理工１式）
道路改良
　階段工（管渠工１０ｍ　管路工１式　路体盛土工１,２３０ｍ３　切下仮舗
装工
　　　　２０ｍ２）
　橋梁床板工（旧橋台撤去工８９ｍ３）
　道路安全施設工（道路安全施設施設工１式）

工 事 種 別

工 事 場 所

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

（第4回）契約変更の内容

工 事 の 名 称

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所


